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　薬剤師が国民医療費抑制
に何ができるかについて、
前号で看護学生が「国民は
まず病院に行く前に薬局薬
剤師に相談したらいい。軽
症ならば市販薬を選べばい
いし、症状の程度により病
院に行くという選択をすれ
ばいい」という提案をして
くれたと紹介しました。こ
うなると必要以上に保険を
使わなくてもいいですし、
薬局薬剤師が今以上に仕事
にやりがいを感じられるよ
うにもなりますし、ぜひと
も実現してほしいと思って
います。

　しかし実際には多くの国民は、自
分の体調に違和感を覚えた時にはま
ず医師のもとを訪ねます。どうした
ら、医師より薬局薬剤師のもとへ相
談に来てくれるようになるのでしょ
うか？
　一つは、薬代の保険適応を変える
方法があります。市販薬として既に
販売されている抗アレルギー薬や抗
炎症湿布剤、漢方薬などを保険適応
から外し、医師の診察料と薬代の自
己負担額が市販薬の購入費より格段
に高くなれば、国民の行動は変化す
るでしょう。
　ほかには「リフィル処方箋」を導
入する方法があります。生活習慣病
など比較的症状が安定している長期

服薬患者には、医師ではなく薬剤師
が指導するようになれば、薬の専門
家としての薬剤師の存在はもっと意
識されるようになります。
　ところで国民は「かかりつけで頼
れる、相談したい薬剤師」をどうや
って探せばいいのでしょうか。時々、
処方箋を持ち込んだ「薬局」で？も
しくは化粧品を買いに行くドラッグ
ストアで？そもそも国民は、服薬法
を伝えてくれる以外に薬剤師がどん
なふうに自分の役に立つのかよく知
らないから、「かかりつけ薬剤師」
を見つけようとしていないのではな
いでしょうか。
　薬局薬剤師はもっと国民に対し

「体調が気になれば、いつでも相談
に乗りますよ」「いつでも来て下さ
いね」と常に声をかけ、「健康の相
談員」として認知してもらうことが、
最優先でやるべきことです。自分が
薬剤師になったら「職業・薬剤師」
のどこをどう変えたいか。学生の今
から考えることが、自身のキャリア
デザインにつながるはずです。
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　日本私立薬科大学協会は、第104
回薬剤師国家試験の検討結果につい
て報告書をまとめた。国試に関して
は、「全出題領域にわたって、基礎
学力を問う問題から思考力・応用力
を要する問題までバランス良く出題
されていた」と総括した。また、出
題内容の誤りや国試としての妥当性
への疑問、不自然な状況設定などが
あったと指摘。今後の問題作成に反
映させるよう厚生労働省に求めた。
　報告書では、２月23日と24日に
実施された第104回国試について、

「七つの全出題領域にわたって基礎
学力を問う問題から思考力・応用力
を要する問題までバランス良く出題
されていた」と総括。具体的には、「グ
ラフ・図・化学構造などの与えら
れた情報から総合的に判断・考察
する力が要求される問題が多く、
総合するとほぼ適切」「最近の社会
情勢を加味した問題や図表から情報
を読み取る形式の問題が多く、しっ
かりと理解した上で考えさせる工夫

された良問が多かった」などと総評
した。
　ただ、理論問題については、物理
・化学・生物、衛生の４連問は「応
用問題としてよく考えられた良問」
と評価しつつ、こうした題材は限ら
れることから、今後細かい知識を問
うことにならないよう求めた。
　４連問以外にも、薬理における化
学構造の出題や薬理と病態・薬物治
療の連問など領域間の連携を高く評
価。実践問題についても、基礎と臨
床（実務）の複合性が高まり、臨床
における基礎の重要性が感じられる
良問が増えたとし、「今後もこのよ
うな出題を続けてもらいたい」と要
望した。
　一方、第104回国試でも、厚労省
が採点に当たって考慮した問題と公
表した問題以外に、誤りがあると判
断された問題、問題の観点から不適
切である問題があったと指摘。今後
の問題作成に反映するよう厚労省に
求めた。

  中央社会保険医療協議会は７月10
日に開催した総会で、2020年度診
療報酬改定に向け、地域包括ケアシ
ステムにおける医療のあり方につい
て議論した。複数の委員が地域医療
での薬局・薬剤師の役割に言及。地
方でかかりつけ薬剤師制度の浸透が
進んでいないことや、薬局が設置さ
れていない「無薬局町村」の問題に
関心がない自治体がある現状を指摘
する声が上がった。
　厚生労働省は、18年度診療報酬
改定において地域包括ケアシステム
の中で地域医療に貢献する薬局を新
たに「地域支援体制加算」で評価し、
医療資源が少ない地域の薬局を評価
対象としたことを説明。また、全国
約150の町村で薬局が設置されてお

らず、薬局薬剤師数に地域差がある
実態などを示した。
　染谷絹代委員（静岡県島田市長）
は、多くの患者が診療所の門前薬局
を使用している地方の実態を挙げ、

「かかりつけ薬剤師制度を推進して
いるが、現実には難しいのが現状」
と指摘。また、山間部の居住患者は
医療機関までの交通手段が限られ、
苦労しているとの現状を紹介し、「地
域医療構想の理念に沿った診療報酬
の見直しをお願いしたい」と注文を
つけた。
　これに対して、有澤賢二委員（日
本薬剤師会常務理事）は「患者と薬剤
師できちんと対話が行われれば、薬
剤変更で体調が悪くなったなどの情
報を薬剤師はしっかりと把握してい

るので、地域住民の目線でかかりつ
け薬剤師を選んでもらいたい」とか
かりつけ機能の重要性を強調した。
　無薬局町村に関しては、間宮清委
員（日本労働組合総連合会「患者本
位の医療を確立する連絡会」委員）
が「在宅医療を考えると、地域の薬
剤師にかかりつけ薬剤師として活躍
してもらうことは患者にとって頼り
になる。無薬局町村を減らす取り組
みを検討すべき」との考えを述べた。
　有澤氏は「薬剤師が常駐できる薬
局を置きたいが、行政の支援が必要
だ。少しずつ無薬局を解消している

が、この問題に興味がない自治体も
ある」と課題を指摘。「地域住民が
どのような状況にあるか都道府県で
把握し、薬剤師会で協力できるとこ
ろは協力したい」と対応を約束した。
　一方、松本吉郎委員（日本医師会
常任理事）は、「大病院が地域に患
者を戻すことに一層取り組むことが
前提」としつつ、「まずは薬局の数
と偏在を是正すべき。病院薬剤師の
不足も深刻で、国家資格取得後に医
療機関での研修・勤務を義務づける
など、臨床医並みの薬剤師教育の深
化が必要」と訴えた。

私立薬大協が報告書

第104回国試 バランス良く出題

中医協 無薬局町村の問題も指摘
かかりつけ、地方で浸透せず
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